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ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

の
東
部
に
位
置
す
る
面
積
約
三
三
万
平
方
㌔
㍍
、
人
口

約
八
、八
〇
〇
万
人
の
社
会
主
義
共
和
制
国
家
で
、
国

土
は
南
北
に
長
く
、
南
に
は
広
大
な
デ
ル
タ
地
帯
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
位
置
す
る
首
都
ハ

ノ
イ
の
人
口
は
六
五
〇
万
人
で
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
都

市
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
次
ぐ
第
二
の
都
市
で
す
。
こ
の
首

都
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
ノ
イ
バ
イ
国
際
空
港
に
は
、

現
在
年
間
六
〇
〇
万
人
の
乗
降
客
数
に
対
応
で
き
る
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
著
し
い

経
済
成
長
を
背
景
に
航
空
旅
客
輸
送
量
の
急
増
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
年
間

約
一
、二
〇
〇
万
人
の
乗
降
客
数
に
対
応
す
る
た
め
の

空
港
施
設
整
備
の
一
環
と
し
て
、
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

が
、
日
本
の
円
借
款
（
本
邦
技
術
活
用
型
）
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

弊
社
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
〇
一
一
年
十
一
月

に
受
注
、
二
〇
一
二
年
二
月
末
の
着
工
以
来
、

二
〇
一
四
年
末
の
竣
工
を
目
指
し
て
現
在
鋭
意
施
工
中

で
す
。
二
〇
〇
七
年
に
完
成
し
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
タ
ン

ソ
ニ
ャ
ッ
ト
国
際
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
に
携

わ
っ
た
弊
社
は
、
引
き
続
い
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
る
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
二
大
国
際
空
港
の
施
設
整

備
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
弊
社
は
、
日
本
国

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

内
で
は
羽
田
、
成
田
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
空
港
建
設

に
携
わ
っ
て
お
り
、
海
外
で
も
カ
タ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
及

び
前
述
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
空
港
建
設
に
携
わ
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
実
績
が
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
注
に
繋
が
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
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本
工
事
に
は
、
地
上
四
階
、
地
下
一
階
、
延
床
面
積

約
一
四
万
平
方
㍍
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
建
設
だ
け
で

な
く
、
手
荷
物
搬
送
シ
ス
テ
ム
、
可
動
式
搭
乗
橋
、
フ

ラ
イ
ト
情
報
表
示
シ
ス
テ
ム
、
空
港
運
用
管
理
シ
ス
テ

ム
、
共
用
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
、
空
港
収
益
管
理

シ
ス
テ
ム
、
保
安
機
器
等
の
空
港
特
殊
シ
ス
テ
ム
の
構

築
ま
で
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

建
設
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
空
港
特
殊
シ
ス
テ
ム
の

設
置
と
建
設
工
事
の
工
程
調
整
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
初
と
な
る

工
事
概
要

燃
料
供
給
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
前
述
の
空
港
特
殊
機
器

と
共
に
こ
れ
ら
全
て
が
我
々
の
請
負
範
囲
に
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
成
す
る
た
め
に
は
弊

社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
現

地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
弊
社
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
建
設
省
傘
下
の
大
手
建
設
会
社
ビ
ナ
コ
ネ
ッ
ク
ス
社

と
共
同
企
業
体
を
構
成
し
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
同
社
と
は
一
九
九
三
年
に
共
同
で
現

地
法
人
を
設
立
し
て
以
来
約
二
〇
年
に
亘
り
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
連
携
を
深
化
発
展
さ
せ
て
き
て
お
り
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
同
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ノ
イ
の
ノ
イ
バ
イ
国
際
空
港
が
拡
張
を
必
要
と
し

て
い
る
の
と
同
様
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
も
今
後
の
航
空

旅
客
輸
送
量
の
増
加
に
対
応
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
弊
社
は
、
官
民
連
携
（
Ｐ

Ｐ
Ｐ
）
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
近
郊
で

新
空
港
を
整
備
す
る
Ｆ
Ｓ
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ノ

イ
バ
イ
国
際
空
港
第
二
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
完
成
後

も
ベ
ト
ナ
ム
の
空
港
建
設
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ピ
ッ
ク
ス
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ハノイ市ノイバイ位置図と混雑する既存第1ターミナルビル
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